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研究ノート
コロンビア大学・CCOH（Columbia Center 
of Oral History）におけるオーラル
ヒストリー調査とアーカイブについて
法政大学キャリアデザイン学部　准教授　梅崎　　修
高千穂大学　経営学部　田口　和雄
１　はじめに
（１）目的
本稿の目的は、海外のオーラルヒストリー（Oral History）のセンターを紹
介することである。我々は、コロンビア大学（Columbia University）のオー
ラルヒストリー・センターであるCCOH（Columbia Center of Oral History）
に訪問し、オーラルヒストリー・センターにおける調査活動と資料管理・公開
について調査を行った。
これまで我々は、カリフォルニア大学バークレー校（University of California 
Berkeley UCB）の ROHO（Regional Oral History Oﬃ  ce）とカリフォルニア
大学ロサンゼルス学校（University of California Los Angeles）の COHR
（Center for Oral History Research）に訪問し、視察報告をまとめてきた（梅
崎・田口（2012）、田口・梅崎（2012））。前者は全米で２番目、後者は３番目
に早く開設されたオーラルヒストリーのセンターである。そして、今回訪れた
CCOHは全米で最も歴史あるオーラルヒストリー・センターである。これら
の報告を比較することで、米国におけるオーラルヒストリー・センターの運営
実態、さらにはオーラルヒストリー研究の動向を把握することができる。さら
に我々は、New York University Tamiment Library & Robert F. Wagner 
Labor Archives（以下、「Tamiment 図書館」）が保管するオーラルヒストリー・
コレクション群の調査も行った（田口・梅崎（2013））。ここは、オーラルヒス
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トリー・センターではないが、専門史料館におけるオーラルヒストリーの利用
や保存状況を理解することができる。
（２）オーラルヒストリーを取り巻く現状
近年、日本では、オーラルヒストリー研究が広く注目を集めている。オーラ
ルヒストリーの第一の特徴は学際性にある。民衆史や社会史などで発展したマ
イノリティー・オーラルヒストリーもあれば、政治史や経営史で発展したエ
リート・オーラルヒストリーもある（詳しくは、大原社会問題研究所（2009）
を参照）。このような学際性は、優れた共同研究を生み出す可能性もあるが、
同時に実際に研究を行う際の難しさもある。2003年には、日本オーラルヒスト
リー学会が設立され、研究交流が盛んに行われている。また、政治史の分野で
は、御厨貴氏が2003年からオーラルヒストリーの短期教育プログラムを開始
し、その成果を御厨（2007）としてまとめた。多くの既存の学界でも、オーラ
ルヒストリーに関する研究発表が増えてきている（例えば、梅崎（2012）参照）。
ところが、このようなオーラルヒストリー研究の活性化の中で、最も遅れて
いるのは、オーラルのアーカイブ化、つまり口述資料の管理・公開という作業
である。研究交流は、場所を持たずとも可能であるが、資料の保存となると、
まず場所の確保が必要である。また、その管理・公開に関しては専門の人材が
必要となる。端的に言ってしまえば、資金不足・人材不足からオーラルのアー
カイブ化を進めることは難しかったのである。
もちろん、一部の研究者たちは、自主的な努力によって口述資料を冊子化し、
大学図書館などに寄贈していた。たとえば、御厨貴氏や伊藤隆氏によって進め
られた、文部科学省科学研究費補助金「C. O. E. オーラルヒストリー・政策研
究プロジェクト」（2000－2004年度）の膨大なオーラルヒストリー群は、政策
研究大学院大学の図書館によって保管され、外部からも資料検索が可能になっ
ている（1）。
しかし、口述資料の公開は資金の面から難しさが伴う。印刷費用がかかるの
で、多くの口述資料が未公開の形で保存されていると考えられる。そもそも、
口述資料の作成が研究業績としてあまり評価されない現状では、音声の書き起
こしをするという労力が報われることは少なく、調査者の必要に応じて書き起
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こしをしない、もしくは部分的な書き起こしが行われることが多い。つまり、
学界内に自分以外の研究者に資料を公開するインセンティブ・システムが存在
しないのである。
ところが、オーラルヒストリー研究の更なる発展は、資料が広く公開され、
資料批判が可能になる環境に依存すると言えよう。現在、オーラルヒストリー
を使った研究成果が他の研究者によって資料を使って批判されるという文書資
料ならば成立しうる研究環境が未整備である。実際のところ、多くの研究者が
オーラルヒストリーの実証性に対して不信感を抱えているが、その不信感は口
述資料そのものではなく、資料を取り巻く環境へ向けられるべきものである。
梅崎（2012）でも確認したように、口述資料が主観的であり、文書資料は客観
的という二項対立は未だ多い思い込みであるが、生産的な議論ではないと思え
る。もちろん、文書資料の方が固有名などは正確であり、口述資料には記憶の
間違いが多いのは事実かもしれない。しかし、そこから文書資料が客観的で口
述資料を主観的と考えるのは飛躍しすぎである。口述資料において起こりうる
偏りは文書資料でも起こり得る。むしろ、口述資料と文書資料の違いは、資料
批判の可能性という研究環境の整備に依存している。研究のために批判しなが
ら資料を利用できる環境があれば、オーラルヒストリーも多くの人々に利用さ
れることになると考えられるが、その公開が進んでいないのが現状である。
欧米では、多くのオーラルヒストリー・センターが設立されているが、日本
においてはオーラルヒストリーを実施し、口述資料を収集・管理し、なおかつ
研究・教育する拠点組織は未発展である。オーラルヒストリーを行う組織やデ
ジタル・アーカイブの試みなどがあるが、未だ大きな発展を遂げていないと言
えよう。数少ない事例としては、北星デジタルアーカイブ（HDA）が、オー
ラルヒストリーのインタビュー記録の映像・音声資料とその書き起こし文字資
料（トランスクリプト）を収集し、ウェブ・アーカイブとして公開している（2）。
このような現状は、むろん資金面の壁が大きいからと言えよう。しかし、資金
問題以外にも拠点化の具体的な方法がわからない、又は拠点化による多くの利
点が理解されていない可能性も高い。それゆえ我々は、2012年９月５－６日に
アメリカの先進的なオーラルヒストリー・センターであるCCOHを訪問し、
拠点化、資料の概要、調査研究、教育、保存・公開などについて調査した。調
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査にあたっては、まず９月５日にCCOHの Director であるMary Marshall 
Clark 氏、後述するCCOHが運営する世界初のオーラルヒストリーのマスター
コース卒業生であり、現在はOﬃ  ce Assistant であるKristen La Follette 氏の
取材を行った。また、６日にはMary Marshall Clark 氏に加えて、スウェーデ
ンからの交換留学生でオーラルヒストリーを使って労働争議を研究している
Robert Nilsson 氏への取材を行った（図１）。本稿は、その調査報告である。
図１　CCOH内の集合写真（中央右Mary Marshall Clark 氏、中央左Robert Nilsson 氏）
２　組織概要
（１）歴史
CCOHは、ピューリッツア賞受賞の歴史家・ジャーナリストであったAllan 
Nevins（1890－1971）によって1948年に設立された。当初は、日記や手紙な
どの文書資料を集めることが中心であったが、彼は電話の発展によってそれら
の歴史記録がなくなると考えた。結果的に、オーラルヒストリー収集の必要性
が高まったのである。彼は、biographical interview が歴史研究の重要な手法
になると考えた。
Allan Nevins の調査テーマは政治史であり、彼は、権力者やエリートが「歴
史」を作ると考えていた。それゆえ初期のインタビューは、政治や行政の著名
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なリーダーが主な対象者であった。その後、CCOHのアーカイブは、徐々に
それ以外の領域に拡大し、慈善団体、メディア、ビジネス、芸術、社会運動な
どが調査対象となった。
特に1980年代、前 director である Ronald J. Grele 氏（3）から方向性が変わっ
た。社会学者であり、60年代は社会運動の調査を行っていた彼は、エリート・
オーラルヒストリー以外に対象を大きく広げた。国際会議も開催し、国際的な
ネットワークを構築した。オーラルヒストリーが一つの分野として独立したと
言えよう。
CCOHは、国内外のオーラルヒストリー研究を支援してきた。Oral History 
Association の本部であったし、International Journal of Oral History の編集
事務局を引き受けてきた。CCOHは、オーラルヒストリー研究の世界的な中
心地になったと言えよう。
最近、Mary Marshall Clark 氏の影響もあり、調査の方向性はさらに変化し
ている。具体的には、同時進行的なプロジェクトが多くなってきている。例え
ば９・11のオーラルヒストリーは事件の直後にはじめられており、10年後に
Mary Marshall Clark, Peter Bearman, Catherine Ellis and Stephen Drury 
Smith edited.（2011）“After the Fall: New Yorkers Remember September 
2001 and the Years that Followed”（New Press）として刊行された。マスメ
ディアに取りあげられるようなテーマは外しているが、同時代的な問題関心を
刺激するテーマが増えてきている。
（２）体制
現在、CCOHは３つの機能を持っている。まず第１は、オーラルヒストリー
のアーカイブ機能である。２万時間の音声記録を保管している。
第２は、オーラルヒストリー・メソッドの教育である。CCOHは、世界で
初めて１年間のオーラルヒストリーの修士課程を設置している。ただし、この
コースは助成金を受けて運営されているので、現時点では期間限定である。
Mary Marshall Clark 氏は、別の予算を獲得し、修士課程を継続しつつ、なお
かつ博士課程を設置したいと考えている。また、この他にコミュニティー向け
のワークショップも実施している。貧困者・ホームレスを支援している市民グ
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ループ、移民の人権を主張する市民グループにオーラルヒストリー導入の支援
をしている。
第３は、オーラルヒストリーの調査・研究である。外部資金を獲得して新規
調査プロジェクトを実施しつつ、過去の調査のアーカイブ化を行い、それに基
づいた追加の調査を実施している。オーラルヒストリーを使った学術論文も作
成されており、なおかつ心理学者や人類学者を交えた方法論の研究も進めてい
る。
これらの３つの機能は、大学側の支援もあるが、同時に外部資金の獲得に
よって実行されている。大学に雇われている常勤スタッフは、Director１名、
アシスタントDirector１名、パート職員１名であるが、３年間の大きな助成金
を獲得できたので、ディレクター（契約社員）、アシスタントディレクター（任
期あり）を雇用している。また、別の助成金から２名のプロジェクトコーディ
ネーターを雇って調査・教育に参加してもらっている。さらに、CCOHが所
属している図書館からの支援で、１人分の人件費を出してもらい、コレクショ
ンの整理・管理を行っている。
なお、大学の支援や外部団体から助成金をもらっているが、個別の調査プロ
ジェクトの決定はCCOH側に裁量権がある。センター全体の大きな方針は、
研究の「グローバル化」である。学長をはじめ、社会学者の Peter Bearman
（1956－, Director, Interdisciplinary Center for Innovative Theory and 
Empirics, Columbia University）などから構成する「アドバイザリー」で方針
を決めている。
３　アーカイブ化
CCOHで行われたオーラルヒストリーのコレクションは、全世界でも最も
大きなアーカイブの一つであり、一般にも公開されている。さらに、毎年300
時間から500時間の新しいオーラルヒストリーを追加している。現在、8000以
上のインタビューが保存されており、ライフヒストリーとテーマ別オーラルヒ
ストリーが半々である。個々のインタビューは１回平均２時間、最短１時間、
最長３時間が目安である。
なお、Mary Marshall Clark 氏は、ライフヒストリー・インタビューの利点
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は大きいと言う。このスタイルで聞くと、遠い過去から話し始めることになる
が、そうすることによって現在のこともよく話すようになる（4）。
調査テーマも多様であり、アーカイブではテーマごとに検索できる。大きな
テーマとしては、慈善活動、政府関係者、人権運動、メディア史、公衆衛生史、
科学史および医学史があげられる。
ほとんどのインタビューはテープ起こしされている。テープ起こしは専門業
者（個人）に依頼し、業者が納品したテープ起こしの内容確認をテープの音声
を聞きながら行う。その後、語り手に依頼して内容の確認を行ってもらい、修
正が入る。語り手の確認が終わったら、印刷に向けた編集作業を行う。ファイ
スシートでインタビュイーの略歴などを紹介し、小見出しは付けないが、奥付
にオーラル調査で登場した名前のインデックス（人名のみ）をつける。テープ
起こしは、リンクファイルに綴じて製本してある。
テープ起こしの保管は、CCOH内ではなく、別にスペースを借りて２ヵ所
に分けて保管している。新しいオーラルヒストリーは事前に公開の許可を得て
行っている。著作権は、語り手とCCOHの共同保有という形にしている。契
約の書式は、オーディオ記録での許可、保存期間、および公開内容の範囲の３
つである。契約書の一部を以下に示した（図２）。
このような契約書を基本にしながら、ケースバイケースでプロジェクトごと
に契約書をアレンジすることもある。ただし、実際のところ、On-line で完全
公開できるオーラルヒストリーは少ない。完全公開が少ないのは、オーラルを
第三者が勝手に使われることを語り手や聞き手が恐れるからである。
なお、公開の手続がなされたオーラルヒストリーは、リスト化されてホーム
ページ内で検索可能である（Columbia Center for Oral History Interviews 
Portal）。完全公開されていないものに関しては閲覧申請が必要になる。検索
画面は以下に示すとおりである。このように検索ができるので、人名や事件名
などを打ち込んで必要なオーラルヒストリーを探すことが可能である。また、
プロジェクト、タイトル、主題などによって一覧も作成されている。
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図２　契約書（一部）
出典）CCOH（Columbia Center of Oral History）の内部資料
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４　研究方法
他のオーラルヒストリー・センターとは異なるCCOH独自の特徴として、
幅広い学際性があげられる（5）。歴史学だけに止まらず、社会学、心理学、文化
人類学などの交流を積極的に進めている。たとえば、カルフォルニア大学バー
クレー校のRegional Oral History Oﬃ  ce（ROHO）は歴史学者が中心になって
運営されており、歴史学の中のオーラルヒストリーという位置付けであった
が、CCOHは他分野の連携が盛んである。この傾向は、現在Director である
Mary Marshall Clark 氏の影響が大きいと考えられる。以下では、CCOHの方
法について説明しよう。
（１）記憶の研究
まず、CCOHでは、史実を客観的に把握するだけでなく、記憶の現在性や
主観性にも焦点を当てる。Mary Marshall Clark 氏は、「時間とともに記憶が
図３　CCOHアーカイブの検索ページ
出典）CCOH（Columbia Center of Oral History）のホームページ
（http://oralhistoryportal.cul.columbia.edu/）
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変わると考えれば、記憶の構築について意識的でなければならない」と言う。
記憶は長期間かけて変容するならば、記憶に影響を与えた要因も分析するべき
だと考えている。
たとえば、社会階層によって同じ事実に対する記憶が異なることがある。ま
た、「伝説」となった記憶は事実を過度に脚色している場合があるが、この伝
説という集合的記憶と個人の記憶の関係はどのようになっているのであろう
か。また、記憶がマスメディアの強い影響を受けることもある。このような記
憶の複雑性を考えると、出来事（史実）自体を聞き出すというよりもライフヒ
ストリーの中における「記憶の構造」を聞く必要がある。現在、CCOHでは、
フルブライトの助成金によってモスクワの心理学者を呼んで記憶の共同研究を
行っている。
このような主観を重視した歴史学方法には伝統的な歴史学者からの批判もあ
るのではないかという我々の質問に対して、Mary Marshall Clark 氏は、「ど
んなに保守的な歴史家でも、100年後にはこの資料を読みに来る」と自信を持っ
て答えた。他方、「あなたは、ポスト・モダニストなのか」という質問に対し
ては、「私は歴史家なので、文学者のようなポスト・モダニスト歴史学者では
ない。ただし、現実と記憶の間の緊張関係に注目している」と答えた（6）。
ところで、Mary Marshall Clark 氏は、伝説化された歴史は個人の記憶と対
立を生み出すと言う。調査の例をあげると、メディアの中で英雄となってし
まった人は、社会的に英雄になってしまうので、個人の思いとズレが生まれる（7）。
具体的には、９．11で活躍した消防隊、救急隊の隊員が当時のことを話すこと
を嫌がっていた。CCOHでは、９・11のオーラルヒストリーを行ったが、こ
こでは、メディアの影響を踏まえたナラティブ（narrative）の分析が記憶の
研究に効果を持った。ナラティブ分析の時には文化論の手法を使っている。ま
た、オーラルヒストリーの中で語り手が取り上げたwords の量的分析も行っ
ている。
（２）インタビューの手法
インタビューでは、自分の記憶を分析させるように聞く必要がある。９・11
のオーラルヒストリーでは、75名を対象としたインタビュー調査となり、人々
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のソーシャルネットワークの一種である「ナラティブ・ネットワーク」の存在
を発見できた。
他方、９・11のオーラルヒストリーは、非公開希望の人もいる生々しいもの
であり、インタビュアーの心理的なストレスもあった。インタビュアーの過度
の感情移入が心理的な危険を生み出していた。その結果、インタビュアーのカ
ウンセリング、つまり「インタビュアーのインタビュー」が必要となった。
加えて、語り手には公的な空間と私的な空間の両方が混在していることに留
意しなければならない。それらの違いを意識的に聞くためには、９・11のオー
ラルヒストリーでは、「子供にこの話をどのように語りますか」「同僚にこの話
をどう語りますか」「このような出来事をこれまでの人生で経験したことがあ
りますか」という質問をしている。この時、インタビューでは、沈黙が生まれ
るかもしれない。これは普通に起こることであるので、焦らず常に観点を変え
て聞かなければならない。同じ質問を何度もすることも有効であると考えられ
ている。
加えて、ナラティブの分析は、ナラティブに入ってこない経験に意識的にな
る必要がある。これをCCOHの議論の中では「意味の破片」と呼んでいる。
これを聞くことは、ただ単にライフヒストリーを聞くだけでは不十分である。
「この言葉について考えてほしい」という働きかけが必要で、インタビューは
ナラティブが再構築される場になる。
Mary Marshall Clark 氏は、続けてインタビューの極意について、次のよう
に語った。インタビューとは、インタビュイーを中心にインタビュアーが円を
描いて距離をとることである。インタビュアーは、近づきすぎても、離れすぎ
でも駄目であり、同じ角度から眺めていても駄目である。インタビュアーが
「わかっている」と思ってしまうことが危険である。なお、彼女は、インタビュ
イーとの距離をとるためにもアーカイブの存在は重要であると言う。インタ
ビュイーに対しても自分の役割が明確になる（距離がとれる）からである。
（３）留学生から見たオーラルヒストリー研究
2012年には、スウェーデンの大学院生（Robert Nilsson 氏）が交換留学でコ
ロンビア大学に滞在している。彼は、スウェーデンで1970年頃に起こった「山
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猫スト（wild cat strike）」のオーラルヒストリーを続けており、コロンビア大
学で最新のオーラルヒストリーの理論を学びながら博士論文完成を目指してい
る。
Robert Nilsson 氏の調査対象は、労働史を研究する我々にとっても興味深い
ものであった。彼の話によると（8）、20世紀後半にスウェーデンでは、社会民主
党政権下、福祉国家（welfare state）政策が進んでおり、労使交渉の労使協調
路線と労働運動の中央集権化が進展した。これには、国のwelfare を増やすこ
とを第一に考えるという思想がその背景にあったと言う。1950～60年代は、ス
トライキやロックアウトも少なかった。しかし、これらの流れに対して、鉱山
労働者が山猫ストを実施したのである。だが、このストライキは、国民の支持
を得ることができず、失敗した。スト参加者は退職したり、解雇されたりして
離散した。彼は、山猫スト40年後の現在、スト参加者（鉱山労働者やその家族）、
ジャーナリスト、文化人などの複数の当事者たちへの調査を実施している。
Robert Nilsson 氏は、歴史論文には客観性が求められるが、史料に基づく事
実の歴史ではなく、史実と記憶の交差を分析したいと思っている。過去の出来
事を思い出す（想起）とは何かと問うことも、彼の博士論文のテーマである。
つまり、「主観的な歴史」という歴史学の新しい視点を考察しており、「歴史感
覚（主観）」が分析のポイントだと考えている。その考察を深めるために、
CCOHの研究と教育（心理学、哲学、文学との学際的につながる）が役に立っ
ていると言う。
他にもRobert Nilsson 氏は、今後の目標としてスウェーデンでもオーラル
ヒストリーを紹介したいと言う。なお、スウェーデンでは、オーラルヒスト
リー・アーカイブはないが、フォークロアの研究蓄積はある。スウェーデンの
フォークロア研究は、19世紀の工業化とともに発展しているので、日本の民俗
学とも同じ特性を持つと考えられる。また、歴史学とフォークロア学は違うア
イデンティティを持っていると言う。これも、日本における歴史学と民俗学の
ズレと似ていると言えよう。
ところで、Robert Nilsson 氏のインタビュー対象者は労働関係者なので、日
本の労働史を研究する我々との共通点も多く、苦労話に共感し大いに盛り上
がった。彼は、労働史の調査は、現場労働者へのインタビューになることが多
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く、その結果、感情的な語りを聞くことが多くなると言う。また、60年代の活
動家は過去の争議活動が負けたことを知っているので、なかなか話さないと言
う。これらの発言は、我々もインタビュー経験から共感できる内容であった。
我々は、ニューヨークにおいてスウェーデンの研究仲間と出会えたことを喜ん
だのである。
５　教育方法
先述したように、CCOHは、世界で初めてのオーラルヒストリーの修士コー
スを設けている。１学年でだいたい12～15人であり、今年は12人の学生が所属
している。ちなみに今期の学生の性別は全員女性である。修士学生の特徴は、
おおよそ１/３が PhDを目指す学生であり、残りの２/３は社会人で職種も問
題関心も様々である。たとえば写真家の学生もいる。コロンビア大学のこの
コースの学生以外の学生も、申請すれば、オーラルヒストリーの授業を受講で
きる。特に歴史学を学ぶ学生の受講が多い。
詳しい教育内容を知りたいので、このコースの修了生であるKristen La 
Follette 氏に学生時代の経験を伺った。まず、CCOHのプログラムでは、通常
２年間ところを１年間で修得し、修士号を得られる。授業では、「方法（method）」
と「理論（theory）」を学ぶ。
「方法」は、オーラルヒストリーの実習という形式で学ぶ。たとえば、各自
が行ったオーラルヒストリーの結果の批評会をペアになって行う。コロンビア
大学では、「メディア・スレッド（media thread）」というWeb ベースのマル
チメディア対応の調査・分析および構成用のオープン・ソース・プラット
フォームも持っているので、それらも使いながら調査の分析および分析結果の
批評を行っている。批評会では、一つの解釈に対する証拠（evidence）をビデ
オクリップで見せるような試みが行われる。また、ある授業では、同じ経験を
メモなしでインタビューさせて報告させ合う。そうすると、同じ経験であって
も一人ひとりの報告が違うことが発見できる。記憶を勝手に解釈する危険性を
実体験を通して理解できる授業である。
一方、理論は、CCOHの教員だけでなく、各学部（社会学など）の教員も
担当して指導している。理論を学ぶことで、オーラルヒストリーに対する批評
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も高まる。最新の理論研究が講義されている。
Kristen La Follette 氏によれば、実習形成の授業は、なかなか計画通りに進
めるのは難しく、宿題を仕上げるのにも学生は苦労する。特に調査対象との関
係でアポイントメントが取れるかどうかが重要になる。たとえば彼女は、語り
手を「飛び込み」で探している。最初にE-mail を送ってインタビュー調査の
依頼を行い、そのうえで語り手を紹介してもらったのである。彼女は、カト
リック教会の修道女10名にインタビューを行い、その調査結果を使って修士論
文をまとめた。
このような実習形式の授業でインタビュー経験を増やすことは、インタ
ビュー力の育成のために必要である。テープを取ってそれを聞きながら解釈す
ることは、とても勉強になる。なお、Kristen La Follette 氏は、アメリカ人は
しゃべりすぎる傾向があるので、聞くことを第一に考える必要があると語った。
修士コース以外の教育の試みとして、毎年、２週間の夏の集中セミナー（the 
CCOH Summer Institute）があり、一般の人々が参加している。このセミナー
では、調査手法を教えるだけでなく、毎期、新しいテーマでワークショップを
開いている。２週間の講義スケジュールは、図４に示したとおりである。また、
個々10年のテーマは、以下の通りである。多様なテーマが議論されていること
がわかる。
2012 What is Remembered: Life Story Approaches in Human Rights 
Contexts
2011 Rethinking 9/11: Life Stories, Cultural Memory and the Politics of 
Representation
2010 Oral History from the Ground Up: Space, Place, Memory.
2009 Narrating the Body: Oral History, Narrative and Embodied Practice
2008 Oral History, Advocacy and the Law
2007 Telling the World: Oral History, Struggles for Justice and Human 
Rights Dialogues
2006 Women’s Narratives, Women’s Lives: Intersections of Gender and 
Memory
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2005 Living to Tell: Narrating Catastrophe through Oral History
2004 Constructions of Race and Ethnicity from Past to Present: Negotiating 
Collective Memories through Oral History
2003 Telling Lives: Memory, Orality and Testimony in Oral History
６　おわりに
本稿では、コロンビア大学・オーラルヒストリーセンター（Columbia 
University）の CCOH（Columbia Center of Oral History）を訪問し、先進的
なオーラルヒストリー・センターの取り組みを紹介した。CCOHは、米国で
最も古いオーラルヒストリー・センターとして膨大な調査を実施し、それらの
資料を保管・管理・公開し、さらに多くの学術研究に役立てていた。これらの
活動は運営の工夫によって成り立っていた。
これまで我々は、カリフォルニア大学バークレー校（University of 
California Berkeley UCB）の ROHO（Regional Oral History Oﬃ  ce）とカリフォ
ルニア大学ロサンゼルス学校（University of California Los Angeles）の
COHR（Center for Oral History Research）の視察報告を行ってきた（梅崎・
田口（2012）、田口・梅崎（2012））。今回のCCOHを加えると、歴史と規模に
おいて全米の３大オーラルヒストリー・センターを調査したことになる。
今回の視察報告と過去の視察報告を比較した結果、オーラルヒストリー・セ
ンターも大学別にその研究スタイルが異なることが確認できる。アーカイブの
保存方法や公開方法に関しては、各オーラルヒストリー・センターに大きな違
いはないと言えるが、オーラルヒストリーの利用には大きな違いがあった。た
とえば、ROHOが歴史学を基本にしながらその中でオーラルヒストリーの利
用に取り組んでいるのに比べると、CCOHは心理学、社会学、人類学との連
携を図りつつ、ナラティブ、記憶、想起、主観の歴史などにも研究テーマを広
げていることがわかる。なお、この学際性は、CCOHの Director であるMary 
Marshall Clark 氏による影響が大きいことがわかった。
以上のように、米国においてオーラルヒストリー研究は同質ではなく、学際
性の中の多様性を生み出している。このこと自体は、オーラルヒストリーの理
解しにくさを生み出しているとも言えるが、同時に諸学問に開かれたオーラル
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ヒストリーの魅力とも言えよう。特にCCOHは、その魅力を最大限に引き出
している点が社会的にも評価されていると考えられる。ここでの視察報告は、
オーラルヒストリーに対する一面的な見方を改め、理解を広げる効果を持つと
考えられる。
【謝辞】本研究は、科研費「戦後労働史研究におけるオーラルヒストリー・アー
カイブ化の基礎的研究（基盤研究（B））」の成果である。ここに記して感謝申
し上げます。
［注］
（1）政策研究大学院大学図書館ホームページ
　　 （http://www3.grips.ac.jp/～oralreport/）
（2）北星デジタルアーカイブ／オーラル・ヒストリー・インタビュー
　　 （http://www.ipc.hokusei.ac.jp/～z00398/digitalarchives/index.html）。
（3）主著にGrele（1991）がある。
（4）例えば、キューバ・グアデマラ事件の裁判を担当した、35年間最高裁の裁
判官を務めた92歳の方へのインタビューでは、まず事前の準備として資料
収集を行い、その人のバックグランドを把握した。インタビューでは裁判
官の経験をメインテーマとして聞くが、本題に入る前にその人の生涯（ラ
イフヒストリー）も聞く。家族のこと、生い立ちなどのプライベートに関
する話題から入ることで、語り手の全体像をつかむ。
（5）梅崎・田口（2012）、田口・梅崎（2012）を参照。
（6）オーラルヒストリーの対象とは、人間の行動と記録であり、複雑性を人間
関係の交差する部分を分析としている。これは、社会学者の Peter 
Bearman の考え方の影響を受けている。また、Alessandro Portelli（1942－）
というイタリアの研究者の影響も受けている。
（7）集団的な記憶は、あるグループのみで成立している可能性がある。カウン
ター・パブリック・メモリーという考え方もある。複数の集団から記憶を
聞き出す必要があると言われる。
（8）以下の記述はインタビューを基にしている。スウェーデン労働史の正確な
事実確認に関しては、白井（1992、1993）などが詳しい。
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ABSTRACT
Report on the Columbia Center of Oral History
（CCOH）
Osamu UMEZAKI
Kazuo TAGUCHI
The purpose of this paper is to examine the operations of an overseas oral 
history unit- the Columbia Center of Oral History（CCOH）at Columbia 
University. We visited the CCOH, which is based at the Columbia University, 
to study investigation activities, management, and method of public 
presentation of data in an oral history center. The eﬀ ectiveness of the 
CCOH’s work results from the expertise of their management. This report 
documents our careful investigation of their practical expertise. We believe 
our report will be useful to people who are planning to start a full-scale oral 
history center in Japan. Although there is a considerable interest in the 
concept of oral history in Japan, the necessary infrastructure is currently 
undeveloped. Given the situation in Japan, we believe the information 
contained in this report is of a substantial value.
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